
毎月1回2 0日発行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3種郵便物認可(昭和31年3月28日)　　④

Ln鍾轄鰯舘
第　3　釜　　　　第9号　　　　　　1958年9月20日

暁

の

槍

ヶ

岳

昭
和
電
工
大
町
工
場

下

　

川

　

近

　

夫

○

C

夏
の
山
は
多
彩
で
あ
る
｡
何
物
か
を
求
め
て
の
陵
重
な
る
山
行
で
も
そ
の
つ
と
､
山
の
姿
は
異
っ
て
｢

レ
ン
ズ
｣
に
お
さ
ま
っ
て
く
れ
る
｡
北
ア
ル
プ
ス
の
展
盟
台
と
い
わ
れ
る
常
念
岳
で
雲
海
の
か
な
た
に
真

紅
な
太
陽
が
昇
り
､
｢
バ
ラ
｣
色
の
空
に
輝
く
槍
穂
高
連
装
の
す
晴
ら
し
さ
に
思
わ
す
切
っ
た
｢
シ
ャ
ッ

タ
ー
｣
だ
っ
た
が
､
大
自
然
の
美
の
前
に
は
文
句
な
く
旺
倒
さ
れ
て
し
ま
う
｡
や
は
り
眼
贋
に
焼
付
い
た
写

真
に
は
と
う
て
い
お
よ
は
な
い
瞬
間
の
美
を
つ
く
る
｡
雄
大
な
山
容
は
､
私
の
腕
に
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い

大



②　1958.9.20　　　　　山　　と　　博　物　館　　　　　　　第3種郵便物認可

白　馬岳8月　中　旬　の　植物【上】
大町山岳博物館学芸委員　　寺　島　虎　男

生麦8月初めて行われた千葉生物会と信濃生物会､六

町I膚博物館との交歓会に引続き11-12の2日間は日本

ア/レフスをfl議する白馬岳(293 3m)に登南､自然

教室としての南山の動植物の観察を会同で行い多大の成

果を収め得たことば減に紀櫨な串であった｡これを契機

として山に海にと自然探究の端緒を開き､今後この子手車

が継続進藤されでめくことは相互のだめいかはかり高窓

議なことかと考えて期待され､快心事である｡

さて今岡の調蘭こより､この薄鮒すなわち8月10日副

後の期榔こ白馬宙の用麓から頂上に到る間いかなる植物

(主として草木)がいかなる所に開花しているかを列等

して離脱を試みようと想う｡

①四谷より猿創こ到る車中で見られた植物

△オオウバユリ(丈､l弱150cm内外､径1.0-1.5cm

位､雄大な塁上に故向のユリ科のしくみをもつ縁日化

.花数の多きもの13-4､鱗茎も大)

^_),オイクトリ(,*平均1.6m､径1.5cm内外､葉が

イ夕子･)と興り菓底が心臓彩である) ･クニワッキ(

木､細を､多畦) ･ノリワッギ(木､白花) ･ハンコ

ンソウ(きく科､黄柁)

⑨猿倉より白馬尻まで

⑥互オレイシンツワ(トリカブトの葉に似て老拐性直

二._T､黄確､レイジンソウは淡糾､累犯) ･サンカヨウ

(Jjき科､白花) ･ツマトリソウCさくらそう科､白

は) ･クロトウヒレン(きく科､淡紫佗)

△キスがサツウの小部落(えんれいそう科､菓輪生､

7-8弁､白色柁) ･イワオトキリ(おときりそう私

費化) ･シャコウソウ(ごまのはくさ科､淡紺と-) ･

メタカラコウCきく科､黄柁)カニシモツケ(群落､

印と､はら科) ･オ牙カニコウモリ(きく科､茎iji,暗

tll惟あり紫質､帥E) ･イワカガミ(淡紅花) ･クマ

ガワ木下トキスCLゆろうそう科､淡黄花) ･キオン

(きく科､黄花) <ミヤマシシウト(丈1.5m言酬-2

日化､大型)

⑨大　電　渓

△オオサクラソウ(さくらそう科､三号当漢の刷刷頓

評亨地に点在､濃紅紫化)

トワタカワゲラを発見す｡ -ノコウキスT Cゆり詰､

一名センチイカ､賢赤花)

④葱乎附近(お花畑)

.ヤマトリカブト(紫化)△ソバトリカブト(ヤマト

リカブトより更に栗源裂) ･-,1∵i-ヨモギ(きく科､一

計やマヨモギ､淡黄花) ･イワお手キ(まめ科､清拭

自律) ･コミヤマがタ′､ミ(かたはみ科､白柁) ･イ

ワノが)ヤス(いね料､葉粉白色､集線ザラサラする

) ･テンタクワガタ(ごまのはぐさ科､地をはい､淡

青陀) ･ミヤマタンポポ(黄色IE､総督片の先に旬状

突起) ･シナノオトキリ(おときりそう科､黄膏薬に

は黒点の外に明恵あの･コメススキ(いね和､狛ま

紫紺色) ･タロクモソウ(ゆきのした杭､晴紫畠(･

クカネヨモギ(きく科､三回羽状深裂､陽地性)

△シロウマアサツキ(Allum Maximowiczi Re告el

ネギ科､淡紅紫花､葱平はこの樹舶勿の群生人目を引

くところから､今個体数!.t少くなっている) ･ヨツバ

ン士ガマ(紅色)ミヤマシオガマ(葉は根もとより6

-7菓巌生､紅紫花) ･イブキゼi) (白陀) ･シラネ

ニンジン(一名ナシマニンジン､自ID ･キレノノ"ク

ンボウフウ(白花) ･イワッメタ-lr Cなでしこ科､自

覚) ･ミヤマセンキユウ(丈50cm内外､白花) ･ア

ラングリー(ゆきのした科､淡費緑)

⑧テンニンソウ　(郡任､ごまのはぐさ科､関と､末

つぼみ北力系) ･シャマカラマソC白滝) ･ミヤマア

ヮガエリ　(いね科､多数の小穂の密集した円柱状の

穂､練成は帯紫色)△1ノエリントウ　(Gentiana

Takedai kitag.草体洩型.枝無し､草間は腕木､持鴬

色) ･ツルリンドウ(淡紫柁) ･ノクサンフウロ(濃

紅紫色)◎ミヤマアキノキリンソウ(きく科､下部葉

は葉身の靭湖1.-つゞき上部薬は殆んと騨AI言とアキ

ノキリンソウよりやゝ)Jl多､葉賃も厚い) ･ニ/,=ウ

キスゲ(ゆり科､異相と､群,'zi,性､ -･名-Lt'ンテl力)

.ミソガワソウ(しそ科､水辺湿地を好み､群生､磐

紫化) ･ミヤマイ(イ科､群落)

⑥中電漢より村営小屋下までのお花畑

.ノ､Pサンイナナ(拙め･クカネタイモンシソ.ラ(

ゆきのしが斗､白花) ･ミヤマガラン(あぶらな科､

黄化) ･ミヤマアプラススキ(カヤツール両年) ･ミ

ヤマバイケイソウC白花) ･ケルマユリ(菓輪生､紅

fm) ⑨ホソバミミナグサ(なでしこ科､葉の剛l弓は

穴､調薬) ･クカネヤノ＼ズノ＼ノ､コ(きく科､一名タカ

ネウスユキソ中､純白化冊こ多少帯紐化を混生) ◎ク

ヵネナデシコ　C紅色､笹の先端､化小さく､弁片の

切こみが浅く髪毛の少ないことでカワラナデシコと区

別される) ◎ウサキギクの群,'客◎ミネウスユキゾウ(

きく科､シロウマークスユキソウと呼んだ種､低山腔､

ウスユキソヅの高旧型) ･ノ､コロモク･-1ナ(白馬岳のほ

かは八ケ宙､白幡三時こ産す｡ (続く)
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ヤ　マ　ネ　　Glirulus Japonicus (Schinz)

tll　　　か　わ　い　ら　し　い　珍　獣

〇･･･博物館には時々変ったものや､もの珍らしろものか

発見されると大騒ぎで持ち込まれる｡そして､面白いこ

とに動物などは毎年同じ時期になると同じよ--,なものが

必ず持ち込まれる｡そのために我々は現物を見る細こ謡

を聞くとおよその見当がつく｡水田の稲穂が黄色瞭かか

ってくると｢サギのような顕の長い紺色の鳥････-･････｣

｢ははあ･･････ゴイサキだな｣というようなわけである｡

〇･･･ところでやマネも毎年4月頃には必ず一段は封ち.ll:

まれる小動物の一つである｡ ｢木を切り倒した根元から

リスのようなネズミがとび出したので栖えた｡何という

ものか教えてくれ｣ ｡とかひどいのになると｢背中にし

まのある珍らしいネズミをとったから買ってくれないか

｣などいって持ってくる｡ちようとこの頃のヤマ高ま冬

眠からさめたはかりで動作がにふく､気温でも下ってく

ると､再びまるまって死んだように眠ってしまう｡

〇･･･ヤマネは愁凶日(げっしもく)ヤマネ科に属する

物で､大きく見るとネズミやリスの仲間であるから､塙

ち込む人々の考えも当らずとも遠からずというところ｡

たしかに幽界的にも珍らしい小型哺乳類で日本では1属

でただ1種､しかも本州､四国､九州の三つの鼠だけに

住む珍獣である｡北アルプスでは海抜800m位から｣に

住んでいて､樹木の穴や小鳥の巣などを利用して巣をつ

くる｡内部はシラカ′､やヒノキなどの樹皮をこまかくし

たもので霞床をつくって眠っている｡また山小屋の屋根

裏やたききの中で眠っているものもある｡

〇･･･烏帽子品の1800m付近の雪渓の中に5 cm位の穴を

掘って冬眠していたものを見たことがある｡よほど住宅

難たったのだろう｡この時は5月下旬であったが､すで

に藻死しているものと思って､フグの無い空カンに入れ

用小屋の棚の士へのせて語いたら一枚のうちに冬眠から

さめて､翌朝はいすこともなく消え去っていた｡

CJ･･･例外は除いて普通北アルプスの出髄では11月下旬頃

から冬眠に入る｡たぶん2(Xmm位の南川に棲むものは10

月中旬頃から冬眠に入るだろうと思われる｡実験による

と外界の気温が下るのと-諸に体温が下り､温度Oocで

体温0.67ccの最底になったと報告されている｡

C･･･彼らはあたり前の状態では冬を越すことは非櫛こ難

かしいことであろう｡しかしこのように具合よく外界の

海技と調和を保ちながら､寒くなり餌の無くなる時期に

なると眠ってしまうのは､ちょっと神秘的でさえある｡

新雪の間近にせまった北アのヤマネたち､今頃はさぞ

かし冬眠の準備に忙しいことであろう｡　(平林国男)
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自　然　保　護　へ　の　道

大町山岳博物館顧問　福　岡　孝　行

｢登山者は一尺の高さを争い､一歩の先を競うて､白雲

迷う山頂をのみ目懸けて登れと､日本アルプスの美は､

森林､幽谷の間に於てもなお見ることを得へし､渓流の

奇勝は山頂の展望と共に吾人の感興を惹くこと紗なから

す｡特に森林の惑､渓流の雨に至りては話題としてまた

画題として､幾多傑作の材料となするに足る｡此森林の

下渓流の瀞､草をしとねとし枯草を焚きて一夜を明すが

如き､一万年の大吉の僅なる生活は二十匹紀の今日他に

於て見る能はざるなり､人は欧州アルプスの奇を説き､

勝を称すれども､山頂に近く登山鉄道あり､到処宏牡の

ホテルあり､氷雪の上には靴痕縦横せり､噺の如き俗現

と日本アルプスの神聖の境とは､口を同じうして語るペ

からざるなり｡

頃者大林区署に於ては､この谷の樹木を調査し､林道を

開きで此密(うつ)々たる森林を伐採せんとす､明科駅に

は製材所を作りて､梓川の材木の製版を試みんとす｡

鳴呼自然は破壊せられんとす｡霊境は残賊せられんとす

自然の破壊者に向って､吾人は抗議するの種なきか｡ ･･･

｣明治4 0年､志村鳥嶺氏は中房温泉を起点として高瀬
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明治39年8月､有明頂上よりの屏風岳(頂上尾根

が今日の北アルプス銀座)初縦走､志村農機写す

の谷に入り烏帽子より南走して笠ケ獄を経て飛脚こ下る

計画で入山したが人夫が病気で､やむをえす予定の変更

をして烏帽子より駕羽まで縦走し､涙をのんで高瀬の谷

に下り､葛温泉を経て大町に出た｡

最初に引用したのは､その時の紀行の最後の部分である

昨年8 3才の話合を以って白馬登山をされた志村さんは

この5 0年の移り変りにどのような感慨を抱かれたであ

ろう｡

×　　　　　×　　　　　×

いわゆる近代アルビニズムの発達の主な舞台となったス

イスは､今日自他ともに許す観光国としてその美しきを

誇っている｡けれどもその美しきは人間の力によってつ

くり上げ､保たれていると言ってよい｡

スイスにもかっては森林の乱伐時代があった｡多くの進

歩には危険がひそんでいる｡強力な技術､機械をつくり

上げた近代の人間は､その反面で自然を､山の自然を破

壊してきた｡その最も大きなものは何と言っても森称の

破壊といってよいであろう｡

スイスでも過去数百年間にわたって森林は無思慮に伐ら

れたのであった｡

森林を伐りはらうということは土地を無価値なものにし

てしまうといってよい｡森林は､その根を張って土を､

そして岩を与え､水を保ち､これを徐々に流す役割をは

たしている｡森林は豪雨を受けとめ多くの災害を未然に

防いでいる｡また森林はその無数の幹や枝によって雪を

与え､ナダレを防ぎ､地すべりを防ぐ､これらの危険､

災害を防ぐにはたゞ造林による他はない｡スイスはこの

ことに早く気づいたのだ｡裸にされたはげ山に森林の衣

を窟せるために､スイスの政剛ま周到な計画と巨額の支

出を惜しまなかった｡危険が迫っている地域には強力な

造林作業が行われた｡スイスのアルプスの造林作業は今

日では一応の目的を達成しているが､かれらは決してこ

れで完了したとは思っていない｡作業は不断に続けられ

ているし､またその必要を強く認めている｡

スイスの国家の財産をそこなうような行為をきびしく阻

止することを目的とする団体が幾つも結成されている｡

スイスの郷土保護協会はいたるところに支部をもってい

る｡そしてその主要な目的はたゞ営利のみを考えて自然

美を破壊するような企てを封じるにある｡

例えは.マックーホルンに登山鉄道が敷設されようとし

たとき.この協会の集めた反対署名は7万にのぼった｡

(スイスの総人口は4. 925, 000人)
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またこの国土保護協会は､水力発竃所の建設に対しても

もしそれが美観をそこない､おびやかすものであれは､

容赦なくレジスタンスを展開する｡さらに､拡告をペグ

ペグ立てて自然の景観､または都市の美観をそこなうよ

うな場合には活発な反対運動をくりひろげる｡この協会

の盾動は､しかし､たゞ単にこのような受動的な面のみ

に止まるものではない｡この協会はさらに､人間のつく

り上げたもの､例えば､古い重要な建造物は勿論､土地

土地の風俗習慣､万言､民謡等の保存に対しても矧,こ配

慮を愈らない｡植物､動物の保護は勿論であるが､その

他数多くの団体が国土を保護するために緊蕊な協力をし

郷土固有の演劇､服装､工芸等各分野の伝統維持にも努

力を続けている｡

スイスの自然操護協会は､青少年に対してかかる思想を

深く植えつけるために､力強い指導､醤蒙運動を続けて

いる｡この城東は国立公園の吸立に特にいちゞるしく現

れている｡この国で国立公園が最初に定められたのは､

1909年､約50年前のことである｡

(わが国では昭和7年に国立.公園法が施行され､実際に

指定を完了したのは隅利1 1年である)

スイスの国立公園の面積はツーク州全体面積に当る｡ (

スイスは22州よりなる)

わが国立公園の総面積は内地の面積のおよそ2. 0 7%

に該当する｡

しかし､この国の自然保護と国土美化の思想の普及徹底

はこの国全体を国立公園としているといゝえよう｡オー

ストリアも同じである｡ ｢国立公園｣はあるいは不心得

者が多いことを示すものかもしれない｡

国立公園という考えは､もともとアメリカ合衆国に生れ

たものであるが､スイスのそれは最も完全に近いものと

いわれ､動植物の保護は特に厳重に行われている｡

豊かな植物でおおわれたその美しい自然の中には､贋､

カモシカ､雷鳥等々が何の不安もなくのびのびと生活し

うるのた｡この公園中では､動物をとることも､魚をと

ることも､たとえ一輪の花を手折ることも､かたく禁ぜ

明治､大正､昭和の岳大屋

本館では恒例の文化祭に｢明治､大正､昭和の巨人展､

を計画し､その準備を進めております｡近代アルビニズ

ムに貢献された人々､山岳文学者､山岳研究者など山岳

界で活躍された人々の各種資料を収集し､その業績をた

たえるとともに､これら資料を永く展示､探存し､観覧

者に億を与えるというのか目的です｡内容は登山用具､

装具､作品(図書､論文､煩稿､写真､絵画､色紙､標

本) ､収集品などです｡

千 ㌢一 ･雷 ��
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ロバの壁を行く　ピアトス登山鉄道

られている｡

かゝる配慮の徹底によって､国立公園の中では､自然が

その絶対的な権利をとりもどし本然の権利を認め､これ

を守るか否かは-:こ人間にかゝっている｡破壊はたやす

いが育吸には長い年月と多くの労力が要るのた｡

国土の大きさから見るとスイスはわが国のlI,9であり､

人口からすればわが1′/17で､この二つを比較することは

無理かもしれない｡しかし､だからといって放置してお

いてよいという問題ではない｡

むしろ狭い国土にひしめき合っていればこそ､益々自然

を保護し､環境を美化する心がけが必要なのだ｡

山岳写真募集
第3巻第9号より掲載中の表紙､山岳写真を一般募集い

たします｡ふるってこ応募下さい｡

◎写　真ii｣をテーマにして撮影したもの(たゞし未発

表のもの､別に写真説明(120字)を添えること､なる

べくその月々李宜騨接をとり入れたもの)

◎大きさ　キャビネ版

◎期　日　毎月10日

◎送り先　大町山岳博物館｢山と博物館｣続集部あて

※写真掲載の可否は編集部に十王する｡
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桃青雲肩由碑　-南安曇郡憩高町穂高神社-

をたどる｡北側は商店の軒並それが県道筋まで続く｡そ

の鉦こ奇妙な碑が帥ことまる東｢帥こ桃青霊神と翼陳な字

で大吉iL,､ Jl個から要にかけてii祐-?された串主のIIJも人

を食った書体｡

雪放るや船尾のすすきの捕りのこし

この脚まひょっとすると｢卸,需己｣ I-1円出目,薬の帥川奈

弘電建てるところの桃高鳥神栖そのものかもしれない｡

この秋､魚用地区を探訪したことを思い返す｡その上

地の人は､.I_I.･穂高年層上に･i･''一者がで､偶を有明から穂晶へ

移しだと語ってくれた｡その研よこ川こ相違ない｡とす

ると､ ｢翁吼記｣の碑もこれを動かない｡石はすっかり

盲りて､字句は離農では読みとれない｡さて､この種こ

そ出田のひどいE礁石｡そklでいて表帥ま至1.I(rLなめらか

黒光りさえしている｡高さ130セン｢印iiはOtシナ｡

まず､電散るやの旬に紙をあてがい､日をつぶって碑
-臆面にはりつけてしまう｡紙の破れること､しわのよるの

を見るにだえなかったから｡ところが､ぬれた布をとり

去って感心する｡棚引.*せず､さしてしわもよらす､一

応紺ま稗にへばりついている｡タンポンを朽ちだす言基

行く人が幾人か立ちとまって帰勿する気配｡必ずしも好

調とはいえないけれど､とにかく売i';させる｡

次に正面の力｡一一太字の輸脇がえぐられ､中央聞Iは

盛りあげられている｡やや薄い墨色がそれを髪誘させる,

次は句作畠と想われる右側航それは､

繍訊こ高く葺きたる大宮居

明月おとる神手況(みたらし)の用

ひどく楢のある字をここまで判読する｡がその次は手

に余る｡ここからすでに稗の止画にまわりこんでいる｡

神遊野川始めと露おりて

苦しまざれに-応酬んだ｡ここには自分ながら自信な

どない｡次に､碑がのっている字画,のJjに移る｡鮪封と

帥l(｡一辺の幅2.5センチ､轟き60センチの7説神｡その

上自邸を拓本にうつ｡

願二王　臥明楼弘竜　畠山は靖離Cくのとる霧初神梁

これらの字が子いてきて軽く｡なにが現れるか見当も

っかなかっただけに､その感は深い｡ます､この子馳ま｢

翁蹄己｣のそれであること九分通り確定する｡も一つ､

ここにも俳句が刻まれているとは｡旬憲は､ -古池や

睦とびこむの旬､ひいては動輪の全作品は､われら俳

人にとっTは末熱さを洗い清める(垢離とる)ための手

本である｡ちょうど､ IJjT略の時飾るi'I一脈な鏡に物の明

らかに映るように｡翁の傭高二向えは､われわれ自身の

作品が明確に対比され､反省させられる｡

六的柱の他の軸には､上部に助力と蹟書きし､下に芳

名が夕帖己されている｡たとえは､ LEr面左隣には､一志一

茂広.真光寺.花月桜.神宮寺.法久山が六行に記される｡

なお､も一つ下の台石にも刻字がある｡これは西畑杉

で､確聞岩｡この方が一層苔むしている｡正面の一辺に

は世話人名が列.記される｡まだまだ探検の余地が多々あ

る｡碑面右肩

の年代､千時

文政六つとし

云々と訊証積

読にの句との

中間と､その

句の下とに､

花押の如きも

のが散らされ

ている｡これ

はどう判断す

べきか?その

他､まだ後考

に倹つ点を賎

している｡そ

れはまたの機

会を期して帰

途につく｡

∴∴∴ ∴∴ ��総三1-霊 ��帝�r�

∴/ ��∴千∴∴ � �� 
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秋の虫たち
-- 
ヽ～､ -､f 偃悦ｸｽh��W��喜: 

壌∴撃,,.JII凝 .I 

八坂中学校教諭　倉　田　　稔

今日は周から秋ばれのよい天気ですのでカメラやノーー

ト､論評､捕項網などをもって槻雄串のまわりにいる秋

の出典をたずねてみましょう｡

騨勿鮪の曇り日にある地面をひきするように花をつけ

たノ､キの化には､イナモンシ∴ヒ∵'L川がたたきつけら′ilJた

ようにハラノ､ラと飛んできていますっ　粟屋の上面ここ;)る百

出雪の上ではTi-.'ロポロに破れたキア'7-ノ､の雄が-榎太陽

の光をあびながら静かにi吸蛍しています｡とそのすくと

カネやミヤてカネの大群が｢空が疾いそ｣とはかりに飛

びまわっています｡飛びつかれたトン吉でしょうが､ま

わりのススキの葉の士やサ:ノラの木のてっぺんなどには

数えきれない位とまっています｡捕虫網の先にも生って

います｡毛Ikの空の土1省よやはりトンボですね｡

かたにきて　人なつかしや赤トンボ　(そう石)

li::く足もとかちはコオロギがはじきたされるようにと

び故ります｡そのあとからコ中ロやの10倍も大きいシ

ョウリ　ョウバッタがキー,I-キー,I-とはねを出ろしなから了,tび

たします｡秋は伸と言っても′､ツゲやコオロギの伸樹の

天国です1, 3m稚先の草むらではそりキリスがすりきれ
∴:ーヽ∵∴ 覇 �� ��ヽ∴ ��i, i 椄y�ｲ�ﾒ罟ﾋ謦�〇〇一 ∴一 

&0-, -∴∴∴-∴∴ ∴ 劍���b�� 
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一軍rP誓言曇轡 劔誓言喜怒..圏｡ 
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もうキIIやリ

スの悟期では

こうりませんね

石チの.′~むら

ではヤ~アキり

の伸冊が0-

ス､中一スと

ないています

そっと近よると杜もとがらは,'7ビキlL,､､,メ(_i.I)).-.らい

なごともいう)がのそりのそりとにはていきます｡持物

韓のまわりの,宮,高まろう秋のiLi'葉家たちで一つはいなの

秋風になびくススキ十二送られるように太陽が-//し-/ス

へかくれてしまうと､あとはもう旧く虫だけの世界です

名月や　くらし､ところは　虫の声(蕪村)

項亡に輝くはくちょう屈のチネフ星をながめながら､

そっE半.むら出版を下して耳をすませていると､それこ

そ聞きわけられない位多くの項たちの旧さ声がきこえま

す｡ゴロコロココlJ一1)･一日-､工ンマコ-,iロ幸です｡

これは俊も峠も11間＼ていますね｡うしろでは焼んにスイ

ーツナゴンスーイッオー･ンと-L/7-)r仁'､シかせきたてて

います｡ウマオイムシは家の中まで入ってきますね｡

ねがいりまするぞ脇よれキりギilス/一茶)

フイリi十一りり､フ年)リーリリ､リサとノ川です｡ i)

lj ･一･･中

り一･･･ミ

ソカ十二

･日ユキで

す｡左手

に白く波

うつスス

キの申か

らは(7サ

i-輿_- 儉i-離攫葱i 

閏-., �� � �� ��一.ヽ"/ 

孤-. �6ｲ*B�_..?' 勁_メ ��∴ :"∴ ��一 
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キロのシーーシーとカンタンの-I-ンナシー,{-ンという)'Lが入

りみだれて聞えてきますっ　こんなうるさい中でもやっぱ

りエンマコオロギの鳴き声が一番よく聞えてきます｡

これらの虫たちは｢なく｣と言っても上面まねの用潮二

Jf,るヤス日のような出器をI諒†側の手柄まねのかどで1-り

つけて声を出しているのです｡公園の外隣のまわ日では

小さい戴たちが確んに初をちらしています｡椋lこ蘭まね

の大きさが10cmもあるクスサンが三時程椋こたくよう

にして直っています｡何だか')まい没です｡

今まで虹口二輝いていたばくちょう帖の--:二手フ1,Llも｢'

ルフスの上へ行っています｡でもウマ~j lやコ十･tI詰ま

おかまいなしに鳩きつづけています｡私はそっと甘言-を

しのばせながら虫たちのいるi,朝!を引上げました｡

写真⑥エンマコオロギ(メス)　㊧ダリヤの花に止るイ

チモンジセリ(⑭ウマオイムシ④ツチバッタ　¢スズム

シ(博物館のまわりにはいなし､)
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今;年;の;夏;山)

【"下1

遭　難

シーズン前の6月5日､豊科署は全国の大掌､出面会な

ど300団体に遭難事故防圧の要望書を送った｡ ｢細蜜な計

画で周到な装備で､無斑をしない潮目をして夏用をエン

ジョイして下さい｣といった内容｡しかし憩外に遭難は

多かった｡新聞紙上に現われた北アルプス関係(7-8

局)だけでも下表の通り｡他にも相当数の負傷‡匝孜があ

ったものと思われる｡

7.4　潤沢南方ラ場付近　　　　喩客　重傷(米兵

7･6罷離露鵜的中間　転落

7.14　潤沢岳で北穂側から蕎LI_回　　転落　重　傷

7.20　鶴羽岳とヲリモ面との鞍部　　疲労死亡(2人

7･21競諜E-,ど胴囲間･と競苧2-_5.傷

7･21築乾瓢羅中間､薪越　転落死亡

7･23難鶉､醐ヒュッテ重　転落死亡

7･25離韓詑灘霧諦I.lへ転落死亡

7.26　上高地釜トンネル付近　　　　落石　重　傷

ブ　ロ　ン　ズ

今別とア′レナス､闇アルプスに三つのブロンズが出来上

った｡ウェストンを案内して北アのIIl々を歩き､ 72年の

生活を出で終ったヾ日本アルプスの主ヾ上条期日治のブ

ロンズができ上り､ 6月14日のウエストン祭に披露され

た｡これは県観光課が予算12万円を計上､松本市の彫刻

家に製作を依頼したもので､ゆかりの明神池薦門治小屋

の前に碑をつくることになっている｡又詩作新道で知ら

れる小林甜乍をたゝえるレリーフも穂高町観光連盟の手

でつくられた｡ 9月上旬大天井岳入口の自然石にはめこ

きれる｡璃アルプスではヽ南アの長衛ヾといわれ､人々

に愛された出案内人竹沢長衛の記念碑が全国の山岳会､

地元の協力で8月上旬でぎ上った｡このブロンズは上伊

那町美和村赤河原の自然石にとりつけられるo

観　光

北フルフスの観光地争奪戦が激化し､長野､観｣工新潟

の三原が先を競っている｡租こ槍ヶ岳､穂高遊客､乗鞍

宙､自馬連客､鷹島進塁など､こゝ1､ 2年瀞測れ､

お互に剰激し合って観光地の大衆化をねらっている｡

白馬岳の71くテ/レ建詔問題など､このよい例である｡さて

白馬札八万尾根に東急が建設中のケーブル起工式は8月

15日に行い､ 12月中旬完城をめざして工事を進めている

一万黒部渓谷に建設中の関西宙力黒四発馬所のグム起工

7･28畿雪滴鱈沢醐蝶の議重傷　　式も8月25旺珊細沢の現地で行われ､工鵡碓

8･2営鰯琴磐籍の繭一醗重傷　器誓書誓器器嵩誤読
8･2饗薪聾憎寸通の'l-･'-･重傷　　曙剛二目鮭傭-gUようという運動が大田市に起-

8.3　前穂北尾根筋四隣　英文白側　落石　重傷　　ている｡また安Jil･･札でlま番所頓一帯を総合的に細島十両

8.3　潤沢､槍縦走中汚行にのり　転落　重　傷　　　をたで､集団施設､スキー場などを建設するために､そ

8.10　潤沢の雪擁クリ七一上中　　　船客　重　傷　　　　の開発に諸手した｡

8･1.弊脇驚鵠エツ　溶軌こる飛石
に石　転　落

亡　　　　道　路

8･12鰹鴇齢常磐締太郎
口

8.16　白馬岳大雪渓三号雪渓付近

8･30擬曹磐弊黒鳥評I鮪死亡

以上､自分自身で遭難を引き起している場合が多く､悪

天候を承知で行動している｡充分な知識E判断力が必要

でおろう｡また非常識な行動は他のパーティーにまで迷

惑を及ぼし､大蔀をまき起している｡今後の反省を要す

る問題だ｡

お願い　本紙の購読と希韻の万は1カ年購読料17

0円(郵送料とも)を現金書留または郵便替為､

郵便切手で長野県大町市､大町山岳博物館あてこ

.送金下さい｡　　　　　　大町山岳博物館

上高地入り路線を環状道路にしようと明年度県予算に計

上される｡すでに三郷村の手によって､大滝山への称道

が開発されているが､県では大滝山から上高地までの8

K間の工事をする｡乗鞍岳に開設中の本県側ハス道路工

勤ま､今年も防衛庁の協力で6月下旬から行われた｡だ

が悪天候にわざわいされて. 1 ,4Kのみの開訊こ終った

一万六町周辺では県予算500万円を支出して腿島連装縦

走コースを改修､舟霞岳-隣島槍ヶ岳までの間､平均

1.5mの道路面になり､登山者に好評であった｡ (高橋)
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